
〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：総務部総務課総務係  令和２年度  夏期安全推進活動 

 

部署：総務部総務課 

日時：令和 2年 6月  1日（月） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

・エアコンの効率のよい空気循環 

 

 

 

 

 

ということについて 

具体的な数値で、現状を把握するために、温湿

度計を２か所に設置。 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹き出し口直下の場所とカウンター側で、体感に差を感じるので、

実際の温度差を計測し、効率の良い空気循環の工夫が必要。 

改善後 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

同じ空間でも場所により温度差がある。 

 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

 

温度差が２度程あることが判明した。ビ

ニールシートを吊るしている状況を加

味し、今後は温度差が減少するような対

策を講じたい。 

 

今回二か所に設置した温度計をこまめ

に確認するようになり、温度差が顕著の

際は、エアコン温度を調節したり、空気

の循環を意識するようになった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：西 1丁目 1番地 

日時：令和 2年 6月 15日（月） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

夏季に入り、ユニット南側居室の③ブ

ース ⑤ブースの居室で過ごされる方

の体温管理が難しい。 

 

ということについて 

空調 寝具調整 衣類の調整の必要

がある。 

クーリングを継続的に実施している

が、13 時のパット交換の時にクー

リング交換を行っているが、16 時

の離床の時間になると、37℃台前半

まで上がっていたため、15 時にク

ーリングの交換をした方が平熱を維

持しやすい。 

気温が高い時は、職員同士声を掛け

合い、空調の管理が必要 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

13 時のパット交換時にクーリング交換を行っていたが、夕方にはア

イスノンがとけていることがあり、37℃台前半になることが多い。 

室温に合わせた、寝具 衣類の調整が出来ていない時がある。 

15 時にＮＳ指示による検温を行い、体温を把握する 

寒がりの方もおり、室温のバランスがとりにくい 

改善後 

気温 天気の情報を各職員間で共有し、空調が適温になるよう努める。温度

室チェック表の活用 (適温は 23～25℃とする) 冷房 ドライ機能を活用

する 

13 時 15 時にクーリングの交換を行う。 

ベッド臥床時にご本人の衣服を確認し、その時の天気 気温にあった服装か

確認する。(寒い時は長袖を着用して頂く) 

寒いのが苦手な方は室内より外気を取り入れ、寒くならないようにする。 

15 時にＮＳ指示のある方の検温を行い、体温を把握する 

サンシェードを活用する。 

気温と相対湿度との関係  サンシェード     温度室度チェック表 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

天気に応じての空調の調整を行っていたが、

利用者様の体温調節に寄与できない現状で

あった。空調の調整が難しく、寒すぎる 冷

えないという難しさがあった。 

利用者様の体温調節機能にあわせたクーリ

ング管理を行なえていない。 

改善時の工夫、改善後の状況 

遅番者が主に③ブース  ⑤ブースの気温 

湿度の管理を行い、日勤者が補佐する形で対

応している。 

対応初期は、適温を維持することが難しかっ

たが、冷房 ドライ機能を使って、室温を維

持できるようなった。利用者様の体温管理が

でき、その時の天候に応じて、空調の調整に

ついて声を掛け合えるようになっている。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：西 1丁目 2番地 

日時：令和 2年 8月 28日（金） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・職員の働きやすい環境 

・夏季の時期の熱中症対策（利用者・職員）と

して、水分補給や入浴時の職員負担を軽減して

いくこと。 

・温湿度計の設置場所の確認し、熱中症予防に

努める。 

 

ということについて 

・入浴後の水分補給の励行（利用者・職員） 

・温湿度計の管理が徹底されていない為、居室

やフロアの環境整備を行なう。 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・各居室の温湿度計の設置場所が統一されておらず、他入居者が

居室に入られてしまい、危険が伴ってしまう可能性もある為、各

担当者と協議し、設置場所を固定する。 

・温湿度計をデジタル化し、見やすい物へと買い替え、確認がし

やすい物へとし、職員負担を軽減する。 

・熱中症対策で、入浴時の暑さ対策として、首に巻く冷却タオル

等の準備の他に、冷却シートや水分補給の励行を行なう。勤務職

員間でも水分補給の声掛けを行なっていく。 

 

 

 

改善後 

7月：ユニット会議にて職員へ周知・共有する。 

   必要物品を整え、物品の整理整頓を行なっていく。 

   職員の熱中症対策で必要物品の購入を行なった。 

   他、物品等に関しても随時職員間で確認していく。 

8 月：整理整頓の声掛けを行ない、環境整備の必要性を改めて会

議等で周知・共有する。 

9 月：改善前と改善後を比較し、職員間で実施の評価を行ない、

整理整頓や熱中症対策に関して、職員間でも声掛けの習慣

化が出来るように声掛けを継続する。 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・熱中症対策の準備が出来ておらず、

環境整備が行なえていない。 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

現在取り組み中であるが、 

① 温湿度計をデジタル化し、職員負

担を軽減する（まとめての購入は

難しい為、少量ずつ整えている） 

 

② 熱中症対策の一つとして、温湿度

の管理の他、居室の環境整備も取

り入れ、棚やタンスの上の整理整

頓を行なっている。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：北 1丁目 1番地 

日時：令和 2年 6月 11日（水） 

□環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

・職員の熱中症対策として 

 

 

 

 

 

ということについて 

 

 

・暑くなってきたので、熱中症対策を考え 

職員間で必要な物品を話し合った。 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・今後、暑くなる事を考え入浴介助時等に使用する、冷却マフラータオルや

冷却シートをユニット費で購入して使用する。 

併せて、水分補給の際に吸収の良いスポーツドリンクで水分補給をして熱中

症予防に努める。また、業務中にマスクを着用する事が多く、マスクをする

事で熱中症になる事があるため、職員同士で声掛けをして水分補給をする。 

 

改善後 

（6 月）ユニット費にて、職員分の冷感タオルと冷感シートを購入しました

が、まだ使用していないのでユニット会議等で配り入浴や業務中に使用して

いく。水分補給は、ユニット会議等で話し合い実施していく。 

 

（8月）冷感タオルと冷感シートを入浴時等に使用しました。 

10 時のお茶の時間やおやつの時間に職員も一緒に水分補給を行な

い、熱中症対策に努める。 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

 

・現在、水分補給しながら熱中症対策

をしている。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

 

・冷感タオルを入浴時に使用し、暑さ

が和らぎ良かったとの事でした。 

水分補給に関しては、スポーツドリン

クを飲む職員とマスクをしているか

ら、飲むことを忘れてしまうと話す職

員がいました。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署： 住居支援部住居支援課住居支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：西 2丁目１番地 

日時：令和 2年 8月 25日（日） 

■環境 ・ □方法 ■部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

食中毒予防 

熱中症 

脱水症防止 

 

 

 

 

ということについて 

ご利用者の健康面や衛生面の意識が 

薄い 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・お茶ゼリーの提供に関して、前日ユニットに提供されたものを

ストックとして冷蔵庫保管し、翌日の朝食の水分補給時に提供 

 することがあった。 

・季節的に、ユニットに西日が入る時間帯に、エアコンをかけた  

り、ご利用者に西日が当たらないよう、席を移動する等の配慮

が不充分であった。 

・入浴時の入浴時間の配慮（のぼせ防止）や入浴後の水分提供の 

 意識が薄かった。 

・食前の手指消毒ができたりできなかったり、ムラがあった。 

 

 

改善後 

・お茶ゼリーは当日分は当日に使用し、残り分は廃棄するように 

 したが、当初に比べ改善されてきている。 

・ご利用者に西日があたり、のぼせや熱中症にならないよう、意

識してエアコンを利用すること、ご利用者の席や配置を変える

よう心掛けるようになった。またフロア内のテーブルの配置自

体を変更している途中である。 

・入浴後速やかに水分を提供するようになった。 

・食前の手指消毒がされていることが多くなった。 

 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・トイレ内に使用済みのパットが置か

れたままの状態がある。 

・収納スペースの関係上、居室ブース

内に未使用のパットの入った段ボー

ルや使用されていない車椅子が置か

れたままの状態である。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・使用済みのパットは速やかに片付け

るよう意識付けを行っているが、長

年の慣習の為か、片付けが徹底され

ていないことがある。 

・他職種と連携し、使用されていない

車椅子の整理を行い始めている。未

使用のパット関係は収納スペースを

整理して片付けを行い、その他の物

品を居室ブース内に収納スペースを

作り、整理を行っている。現在も継

続して整理を行っている。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：西２丁目２番地 

日時：令和２年６月７日（日） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・温度・湿度の測定が曖昧になっている 

・脱水を防ぐ 

 

 

 

 

 

ということについて 

・１日３回の温湿度測定を徹底し、

ユニットフロア、居室の温湿度管理

をきちんとした方がよい 

・利用者、職員ともに水分補給を強

化した方がよい 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

   

 

一日３回計測ルールながら、１回程度しか実施できていない。 

改善後 

   

   

（写真１～４枚目）毎回必ず実施には至っていないが、実施状況

は改善してきている。 

（写真５枚目）デジタルの温湿度計を購入し設置した。 

（写真６枚目）パソコンデスク横にチェック表を置くようにした。 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

昨年度、継続して行っていた温度・湿

度の測定が4月頃より曖昧になってい

る状況。記録用紙が目の届く所にあっ

ても業務に追われ後回しになっている

事も原因のひとつと思う。 

改善時の工夫、改善後の状況 

〇温度・湿度管理が出来ていなかった期間を職員

間で周知し、暑くなる時期に備え、温度・湿度の

徹底していくように他職員へ伝え 

・午前⇒夜勤明け 

・午後⇒遅番 

・夜間⇒夜勤者 

以前、取り決めた担当でしっかり行えるように再

周知した。 

〇職員が目に付くパソコンの脇に置き、用紙も準

備しておいた。 

〇各居室のブースの温湿度計をデジタル化にし、

適正温度・湿度が把握しやすいものにした。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：東 2丁目 1番地 

日時：令和 2年 6月 11日（木） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

 

 

居室の温度湿度の測定 

 

 

 

ということについて 

 

現在使用している居室の温度計と湿度計は、長

年使用していることもあり、正しく表示されて

いないもの、居室に訪室時に目盛りが小さくて

見辛い、夜間の測定時の際に苦労している。 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

居室の温度湿度の管理を午前中、午後、夜間帯に行っている。 

状況に応じて、居室の温度管理、エアコンの調整、利用者様のご様子

伺い対応している。長年使用していることもあり、温度計、湿度計が

故障している。アナログタイプのものであり、目盛りが小さくて見え

ない（特に夜間帯に見えない）。作業効率も悪く訪室時にも居室の温

度湿度計に目を向けることができず、居室の温度湿度管理がスムーズ

にできない。といった課題が挙がっている。 

夏場になり、居室の温度管理をこまめに行ない利用者様の体調面の管

理がスムーズに対応できるようにしていきたい。 

改善後 

（6 月）温度湿度計を数個購入し各居室に設置（交換）した。現在５居室の

みであるが、日中夜間の温度湿度の測定がアナログに比べて見易く、作業効

率と居室の温度管理につなげられている。季節柄売り切れ状態であるが引き

続き探して、その他居室の分も準備し設置する。 

⇒全て同じものを用意する予定。笑顔表示があり、数値を見なくても表示の

表情が笑顔だと「快適」と確認できた。フロアには、WBGT 値と気温の表を

掲示した。体感だけでない熱中症予防を意識的に行えると考えている。 

（8 月）温度湿度計を全居室分購入し設置している。温度だけでなく湿度の

確認ができ、空調の調節にも役立っている。 

 

 

 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

アナログタイプの温度湿度計の為、目

盛りが小さい、作業効率も悪く定時の

測定時間の際に苦労している。また、

訪室時に温度湿度計に目を向けること

がない。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

デジタルのものであり、かつ機種によ

っての誤差が生じないように、全居室

同じ種類の物を購入した。 

作業効率は、格段に良くなったことは

もちろんのこと、目を向けることが増

えたこともあり、空調の調節に役に立

っている。利用者の方も何度？と確認

していることもあり、安心材料の一つ

にもなっている。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：東 2丁目 2番地 

日時：令和 2年 9月 3日（木） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

職員が元気に（健康に）働くこと 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

良いケアを行なえるという事は・・・ 

職員が元気に（健康に）働ける・・・ 

これから夏場にて職員も熱中症、脱水予防に努

めていきたい 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

入居者の水分補給は 3食毎、10時、15時に提供が出来ている。 

職員は、休憩時に水分は摂れているが・・・他では摂れていない。 

フロア対応者は 10時、15時の際に入居者と一緒に水分補給を行

う。 

入浴対応職員は随時水分補給を行う。 

水分については、職員に希望を取り、ユニット費で購入を行う。 

 

 

 

 

 

 

改善後 

フロアの対応者は、10時 15時の水分補給時に入居者と一緒に摂

れることが増えた。（入居者の介助の対応のため） 

→今後も継続して水分を摂る。 

入浴対応者は、随時細目に水分補給を摂ることが出来ました。 

→今後も継続して水分を摂る。 

水分は、ユニットのコーヒーを頂いたり、持参の水分を飲んでお

りました。職員に希望を取って、ユニット費での購入はできませ

んでした。 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

入居者優先となり、入居者への水分補

給は出来ているものの・・・ 

職員は水分補給が不足している。 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

7 月のユニット会議にて職員の健康と

水分補給を摂ることを共有する。 

職員の水分補給の意識が高まった。 

今後も、水分補給は継続していく。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 南２丁目２番地 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：南２丁目２番地 

日時：令和２年６月５日（金） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

冷蔵庫、休憩室の飲食物の管理、整理整頓 

 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

・いつ開けたのか、だれが飲んだかわからない

飲食物がずっと置いたままの状況がある。 

・物が多く、冷蔵庫内に弁当や飲み物を置けな

いことがある。 

・休憩室に家族からの差入れなどが置いたまま

のことがあり改善していきたい。 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・冷蔵庫内の整理整頓を行い、収納スペースを確保する。 

・飲食物に名前や開封時の日付を記入し、廃棄の判断ができるよ

うにする。 

・長期的に保存したいものは名前を記入する。 

・ユニットの環境整備担当、食事委員と協力し、月に１度の冷蔵

庫、休憩室の清掃、整理整頓を行う。 

 

 

 

 

改善後 

 

（左写真）冷蔵庫内にトレーを使用して利用者ごとにまとめ、物

を置くスペースが確保できた。 

（右写真）休憩室内の整理整頓を実施し、職員の衣類タンスの上

に家族からの差し入れを長期に置いたままにすることがなくなっ

た。 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・いつ開けたのか、だれが飲んだかわ

からない飲食物がずっと置いたままの

状況がある。 

・物が多く、冷蔵庫内に弁当や飲み物

を置けないことがある。 

・休憩室に家族からの差入れなどが置

いたままのことがある。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・環境整備担当と食事委員会が中心と

なり、働きかけ、冷蔵庫内の整理整頓

ができた。 

・職員の飲み物や食事を置くスペース

が確保できた。 

・食べなくなった飲食物をその都度廃

棄できているようになった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居支援部住居支援課住居支援係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：南２丁目１番地 

日時：令和２年６月５日（金） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

職員の熱中症予防、脱水予防 

 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

・水分補給する時間を決めた方が良い。 

・手軽に水分補給した方が良い。 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・職員も定期的に水分補給する為に、水分補給する時間を決める。 

ご利用者が水分補給する１０時、１５時に一緒に水分補給する。 

 特に入浴介助の際は、休憩を入れ水分補給を行う。 

・職員が手軽に水分補給しやすいように、スポーツ飲料の購入を

検討する。 

改善後 

・熱中症危険度目安のお知らせ機能の 

ある温湿度計を購入しパソコン側に 

設置しました。（写真①） 

・職員が手軽に水分補給できるように 

麦茶を毎日夜勤中に用意、また水筒 

などを持って来ていない職員には 

専用のタンブラーを用意しました。 

(写真②) 

・冷感タオル（水につけて絞るとひん 

やりする）を職員全員分購入し、入 

浴介助の際に使用しています。 

（写真③） 

・気温や湿度が高い時には、水分補給 

の声掛けをしています。 

・ケアカンファやユニット会議の際に、マスク着用による熱中症

について伝えました。 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

水分補給は職員個人まかせている。 

個人で水筒やペットボトルで飲み物を

持って来ている。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・声掛けだけではなく、必要物品を購

入し、職員一人一人に配布しました。 

・麦茶を毎日夜勤中に用意する事でい

つでも水分補給ができるようになり

ました。 

 

 

 

 
 

① 

② 

③ 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居・相談支援部住居・相談支援課住居支援係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：北２ユニット 

日時：令和２年６月１１日（木） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

 

ユニット倉庫の中の環境について 

 

 

 

 

ということについて 

 

 

もう少し整理整頓出来ないか 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

改善後 

 

 

      

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

整理しても、物置状態になってしまう。 

 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・整理整頓しやすいように、スチール

ラックに変更した。使っていない物や

使えない物を処分した。 

・スペースが広くなり、使いやすくな

った。整理整頓しやすくなった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居・相談支援部住居・相談支援課施設相談支援係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：施設相談支援 

日時：令和 2年 6月６日（土） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

・熱中症・脱水予防 

 

 

 

 

 

ということについて 

・感染症予防の為マスクを着用しており、 

 今まで以上に熱中症予防が必要である。 

 職員が意識するように部署内にポスター 

 を掲示する。 

・外出する場合（車の運転）は飲み物を持参す

る等水分補給を行えるように工夫する。 

・冷房がない期間は窓を開けて換気を細目に行

うようにする。 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

改善後 

・熱中症、脱水予防の為に職場内にポスターを掲示し、注意を促す

事で水分摂取を心がける職員が増えた。  

・車を運転して外出される職員も水分多めに摂取して頂ける様に意   

 識していた。 

・場面に応じて時々マスクを外す等、熱中症に注意して取り組む事 

 が出来た。 

 

 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・気温の上昇と共にマスクを着用して

いる事で、息苦しさや暑さを訴える職

員が多い。今まで以上に意識をして熱

中症予防に取り組む必要がある。 

・外出する職員もいる為車内での熱中

症に注意が必要であると感じた。 

改善時の工夫、改善後の状況 

 

・温度管理、換気を行う等環境に配慮 

 して対応する事ができた。 

・職員が熱中症予防対策として、水分

補給を細目に行い意識して摂取す

る事ができた。 

 また、電気ポットが劣化してきてい  

 る為使いやすい様に整えていく事

を今後の検討課題としたい。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居・相談支援部住居・相談支援課栄養・口腔支援係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：栄養・口腔支援（管理栄養士） 

日時：令和 2年 6月 10日（水） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

栄養室内の掲示物が多く、整理整頓ができてい

ない 

 

 

 

 

 

ということについて 

綺麗な環境で仕事をする 

必要な情報をスムーズに得られるようにする 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

栄養室内の壁に掲示物が多く、散らか

っている印象がある。掲示物の情報も

多いため、一目見ただけでは内容の把

握がしにくい。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

掲示物は必要最低限に絞り、見えやす

いように整理した。 

見た目もすっきりし、以前よりも情報

の確認を行ないやすくなり、作業がス

ムーズになった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居・相談支援部住居・相談支援課栄養・口腔支援係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：栄養・口腔支援（歯科衛生士） 

日時：令和２年７月６日（月） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

口腔ケア用品の保管している棚の中の管理方法 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

業務の効率化を図る 

 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・乱雑に保管しており、必要な物を 

取り出す際に時間を要してしまう。 

・ファイルを段ボールに保管しており、

背表紙が見えず取り出すのに手間が

かかる。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・段ボールを撤去し、ファイルを取り

出しやすくした。 

・ファイルに見やすいようにラベルな

どをつける事で、書類を探す時間が

短縮された。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：住居・相談支援部住居・相談支援課居宅介護支援係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：居宅介護支援  

日時：令和 2年７月１３日（月） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

 

「夏季の温湿度管理、体調管理」 

 

 

 

 

ということについて 

居宅ＣＭは外出の機会も多く、寒暖の差の激

しい中で仕事をすることがある。そのため、日々

の体調管理と事業所内の温湿度管理を行う事

で、支障なく業務を行えるようにしていきたい。 

訪問時に車内が高温になることにより、体調

を崩すことも想定されるため、車用のサンシェ

ードを購入し、使用してみてはどうか。 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後 

  

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

温湿度計はあるが、毎日確認する、計

測することはなかった。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

毎日、12 時に温度、湿度を計測し、

その日の暑さ指数を計測して表に記入

する。 

暑さ指数が警戒レベルの 25℃を超え

た場合は、温湿度の調整、水分補給、

無理のないよう休息をとるなど対応策

を講じる。 

車用のサンシェードを購入し、使用。

まだ日差しの強い状況ではないが、夏

場には車内の温度を下げ、職員の体調

不良を予防する効果を期待している。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部ショートステイ担当課ショートステイ係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：ショートステイ東１－１ 

日時：令和２年 7月 28日（火） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

食中毒予防 

利用者、職員の脱水予防 

 

 

 

 

ということについて 

 

・冷蔵庫内の整理、整頓、清掃 

・冷たい飲み物の準備 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後 

 
 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・ご利用者の補食、職員の飲み物など

が混ざって入っている。 

・賞味期限が分からず過ぎてしまって

いる時もある。 

・いつ開封したかものか分からない物

がある。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・冷蔵庫内の整理、整頓、清掃 

・いつ開封したのか分からないものは 

処分 

・開封したら日付を記入する 

・飲み物の準備 

・点眼薬などを置く場所に、食材も一

緒に置かれていたので場所を変更し

た。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部ショートステイ課ショートステイ係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：ショートステイ東 1-2 

日時：令和 2年 6月 9日（火） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

① フロアに温度計、湿度計を置き毎日計測して

いたがWBGT表がなくWBGT値の把握が

できていなかった。 

② 居室に日差しが入り、室温が上がりご利用者

が熱中症になる可能性がある。 

 

 

 

 

ということについて 

① WBGT 表を活用し WBGT 値を基にご利用

者、職員がこまめに水分を摂って脱水症にな

らないようにした。 

② 日が入りこみやすい居室の外によしずを立

て掛け日よけを行い、居室が高温にならない

ようにしたい 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

① ②  

 

 

 

 

改善後 

① ②  

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

■危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

① WBGT 値の把握ができておらず

必要に応じた対応が不足してい

た。 

② 居室外によしずが立て掛けられて

おらず外の気温が上がった際に、

居室が高温になる可能性があっ

た。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 室温・湿度表の横にWBGT表を置

き、室温・湿度からWBGT値を把

握し、必要に応じてご利用者へ水

分補給を促した。 

② 日差しが強く入る居室外によしず

を立て掛け室温が上がらないよう

にした。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部 デイサービス担当課 デイサービス係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：デイサービス 

日時：令和２年６月１２日（水） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

 

「新しい生活様式」に伴う事業所の感染 

 対策と熱中症対策 

 

ということについて 

 

新型コロナウイルス感染症専門家会議か

らの提言を踏まえた、「新しい生活様式」

を基に、事業所として感染対策を実施して

いる。その振り返りを行い、問題点や改善

すべき点がないか振り返りを行うことが

必要である。また、入浴介助や送迎業務等

の場面においても、常時マスク着用となる

ことから、例年以上に職員の熱中症リスク

が高まる。 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 ・脱衣室内の室温・湿度が高い 

                この環境下で、マスクを着用 

                し介助業務を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・環境消毒やマスク着用などの主な感染対

策を実施している。身体的事情等があり、

マスク非着用の利用者の介助場面もあり、

現在の感染対策では不十分な点もある。 

・気温や湿度が高い、入浴介助場面でもマ

スクを着用し介助業務を行っている。介助

のタイミングを見て、各自水分補給を実施

しているが、十分な水分補給ができない場

合もある。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・脱衣室内の換気効率を上げる為、サ

ーキュレータの設置を行った。 

・入浴介助職員はアイシールドを着用

し介助業務を行うようにした。 

・水分摂取の声掛けを行い、こまめな

水分補給を呼びかけた。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部グループホーム担当課グループホーム係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：東乃家 

日時：令和 2年 6月 10日（水） 

■環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

①冷蔵庫内に物が多く食材を探す時に扉の開放

時間が長くなる、詰めすぎにより冷却効果が下

がり食品が傷みやすくなる、調味料の液だれ等

が他の食材に付着する等、食中毒の原因となる。 

②夏季の介助中（特に入浴介助時）に、介助者

の発汗量が増え、熱中症の危険を感じる。 

ということについて 

①冷蔵庫内の整理整頓、清掃を行って清潔を保

持し、熱いものは冷ましてから入れる、根菜や

果物等冷蔵庫に入れなくても良いものは常温で

保存して詰め込みを防ぎ、冷却効果を上げる。 

②熱中症予防のポスターを掲示して注意喚起を

行う。麦茶やスポーツドリンクを常備して細目

に水分補給を行う。定時の温度湿度チェック時

に必要に応じて空調の調整を行う。脱衣所に冷

風機を設置して室温を調節する。 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

① 冷蔵庫故障中の為改善後に撮影します。            

 

   

冬季に冷風機を撤去したままの脱衣所。 温度湿度計を設置して定時にチェ 

                   ックを行っている。 

・冷蔵庫内の整理整頓、清掃を   ・熱中症予防ポスターを掲示して暑さ 

行う。               指数を周知する。 

・定期的に整理整頓、清掃が行えて ・脱衣所に冷風機を設置する。 

いるか検証する。 

改善後 

   

・大型冷蔵庫の導入に  ・熱中症指数が表示 ・熱中症予防ポスターと 

より空間に余裕を持たせ  されている温湿度計 熱中症指数表を目に付く 

て食材保存が行える。   をフロアに設置した。場所に掲示した。 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

■危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

①冷蔵庫の詰め込みすぎにより冷却効

果が下がり食中毒が発生する恐れがあ

る。 

②調理を行なうキッチンやワーカー室

に熱がこもりやすい。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 食材毎の保管場所を決めて冷蔵庫

内に明記することで食材が整理さ

れ、出し入れがスムーズに行える

ようになった。 

② フロアに熱中症指数計を設置して

室温を快適に調整することで、フ

ロアを基準に各居室の室温管理を

行うことができるようになった。 

キッチンとワーカー室の間に扇風

機を設置し空気を循環させてい

る。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部グループホーム担当課グループホーム係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：中乃家 

日時：令和 2年 6月 11日（木） 

□環境 ・ ■方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

①②職員が脱水症や熱中症にならない

ようにしたら、どうすればいいかにつ

いて。 

 

 

 

 

 

ということについて 

①職員が入浴介助後や利用者と散歩などをした

後に水分補給をする。また、時間を決めて、声

掛けして水分をとるようにする。（１０時・１５

時・毎食事） 

②入浴介助中に、ネッククーラ―を巻いて熱中

症予防する。（職員全員分） 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

①職員は、業務に集中して水分補給を忘れて作業している。 

 

②脱衣所や浴室が温度・湿度が上がりやすいので、職員が介助中

に暑さを感じて対応を行なっている。 

 

 

改善後 

①時間を決めて、職員同士声がけをすることにより、以前より水

分をとるようになった。 

②ネッククールタオルを巻いて、作業をした。 

   

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

①利用者には、水分補給を促している

が、自分の水分補給を忘れて、作業を

していることが多い。 

②脱衣所や浴室が温度・湿度が上がり

やすいので、職員が介助中に暑さを感

じて対応を行なっている。 

改善時の工夫、改善後の状況 

7/9現在 

入浴介助にと、用意したが、普段の作

業中（介助中）にもつけ、熱中症予防

が出来た。また、時間を決めて職員同

士声がけをすることにより、以前より

も水分補給をして、脱水症予防が出来

た。 

9/10現在 

普段の作業にもネックタオルをつけ、

熱中症予防が出来た。水分補給も職員

同士の声がけが継続しており、脱水症

予防が出来た。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署 地域支援部グループホーム担当課グループホーム係 令和 2年度 夏期安全推進活動 

 

部署：西乃家 

日時：令和 2年 6月 11日（木） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

■職員の意識などに関して考えてみてください 

職員の熱中症予防 

 

ということについて 

・水分・塩分補給出来る時間がない。 

・脱衣所、浴室の気温が高く、入浴介助に支障

をきたす。 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

・水分補給の声がけをしあう。 

・職員用の水分（麦茶、ポカリなど）を作成する。 

・塩分補給用のタブレットを購入する。 

・浴室に冷風機を設置し、快適に入浴介助出来るようにする。 

・入浴介助用にポータブル扇風機を購入する。 

 

改善後 

・ポータブル扇風機を使用して快適に入浴、清拭介助が出来てい

た。 

・扇風機や冷風機を使用することで肌寒さを感じるご利用者もい

たので、職員用のポータブル扇風機を購入したのは介助するうえ

でもよかったと感じる。 

・意識している為か、職員間で水分摂取や体調面などの声掛けが

増えた。 

・熱中症予防の視点を意識し、水分摂取の際に職員間でお互いの

顔を見たり、コミュニケーションをすることで体調など変化に気

づいたり、確認することが出来た。 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

■危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・職員ひとりひとりに任せた熱中症対

策で、声掛けも少なかった。また強く

意識する事が無かったように感じる。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・方法を定め周知したことで、意識が

強くなった。声掛けが増えて、ひとり

ひとりの様子にさらに眼を向けて業務

を行なう事が出来ている。 

（水分補給が出来ているか、ポータブ

ル扇風機の使用を促すなど） 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部デイサービス担当課デイサービス係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：国見ケ丘 3丁目デイサービス 

日時：令和２年６月９日（火） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

・休憩スペースについて 

→現在パイプ椅子を一つ置いた更衣室を休憩室

として使っている。空調もなく、これからの暑

い時期、職員が体力回復できる場所を整えたい。 

 

 

 

 

ということについて 

・休憩に十分な場所を確保し職員が休息で体力

回復や気持ちがリフレッシュできる環境を整え

たい。 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

←休憩に使用していた更衣室 

・使用していない浴室の脱衣場スペ

ースを新たな休憩室として整備し

ていく方向で取り組む。 

ソファの配置、フロアに面している

ので扉が開いた際の目隠し用カー

テンの設置、排水溝からの臭い対策

（消臭剤の使用。） 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・更衣室にパイプ椅子を置いて休憩室 

として使用していたが、配電盤やロッ

カー使用で人の出入りがある。 

・廊下に面しており扉を閉めいている

が空調がなく、夏は息苦しくなり休息

しにくい状況にある。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・使用していないスペースにソファを 

設置した。 

・消臭剤の設置で、不快な臭いはなく

なった。 

⇒エアコンが使える環境になったが、

休憩には殆ど使用することがなく、更

衣室で休む状況は変わらなかった。十

分に休憩がとれるように更なる工夫が

必要なため継続取り組みとする。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署： 地域支援部グループホーム担当課北乃家係 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：国見ケ丘 3丁目グループホーム 

日時：令和２年６月１１日（木） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・入浴対応時の脱水、熱中症対策 

・夏場に向けての勤務中の水補 

 

 

 

 

ということについて 

・入浴時に浴室の窓を開けることができないた

め、窓に網戸をつけ、小さな葦簀等をつける。

また廊下側のドアも締め切っているので、ドア

を開けて、パーテーションで視界を遮ることで

風通しを良くする。 

・サーキュレーターを天井に取り付ける。 

・首を冷やすグッズの購入 

・冷感マスクの検討 

・職員も遠慮なく飲める水分の用意 

という意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・夏場の浴室が暑い、風通しが悪い為、

脱水、熱中症になる可能性がある。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・入浴対応中は、浴室の窓、扉を開け、

脱衣所で扇風器を使用し、換気を行な

った。また、濡らした冷感タオルを使

用するようにした。 

廊下側の扉の側にエアコンがある事も

あり、脱衣所内の温度、湿度が大幅に

改善された。夏場の入浴対応時の疲労

感の軽減が出来た。 

 

・すぐに飲める水分を用意した。 

フロア内の温度湿度計（WBGT値）を

見ながら、脱水に気を付け、職員同士

お互いに声掛けを行なった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

部署：地域支援部地域連携推進グループ 令和２年度 夏期安全推進活動 

 

部署：地域連携推進グループ 
日時：令和２年６月 12 日（金） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・共有パソコン付近のケーブル線や電源線が床

に広がっていて雑然としている。歩行時に引っ

掛かりの原因になる。 

・定時で室温、湿度を確認し換気を行う。 

・感染症防止のため引き続き、アルペットαで

の消毒を継続する。 

・挨拶（継続） 

 

 

ということについて 

・夏季冷房中でも定時に換気を行い（毎時、５

分間）換気し、感染防止につなげる。       

・多くの人が利用する共有パソコンのため、感

染予防対策を今後も引き続き徹底する。 

・温湿度計を設置し気温の変化を確認する。 

・電源線やケーブル線をまとめる。 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・地域連携推進グループ内、共有パソ

コンの配線ケーブル線などが床に雑然

と置いてあり、歩行時の引っ掛かりの

原因になる。見た目も雑然としている。 

・定期的に換気を行っているが冷房が

入っても定時に換気する。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

パソコンのコードをテープで一つにま

とめ対応し、様子を観察している。外

れることが多いような場合、コードカ

バーを購入し、対応を試みる。現在の

状況として湿気が多い日にテープがは

がれることがありマグネットで固定し

様子を見ている。 

換気について、地域連携推進グループ

の窓を毎時明け換気を行っている。 

合わせて湿度計を準備し温度、湿度を

確認している。 
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部署：地域支援部地域連携推進グループ 令和２年度 夏期安全推進活動 
改善後の状況  温湿度計を設置し、毎日午前、午後計っている。しかし室温計測で寒暖があるが同じ気温になっている。 

 

改善後 
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